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広陵町地域福祉計画・地域福祉活動計画改定のための 

福祉関係団体等アンケート調査 

≪ご協力のお願い≫ 

皆様には、日頃から町政に関するご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

広陵町では、地域住民における生活上のさまざまな悩みや困りごとを解決するために、住民も、

行政も、福祉関係者も、障がいがある方もない方も、高齢者も、若者も、みんなが支え合う社会を

作るための取り組みを定め整理した、広陵町地域福祉計画と、広陵町社会福祉協議会の地域福祉活

動計画を平成 31年４月に策定し、取り組みを進めています。 

今回、これらの計画が令和５年度末に計画期間終了を迎えるため、見直し、改定を行うにあたり、

計画に沿った取り組みの成果や地域の福祉の現状・課題等についてご意見を伺うために、アンケー

ト調査を実施することとしました。大変お忙しいこととは存じますが、調査の目的をご理解いただ

き、ご協力いただけますよう宜しくお願い申し上げます。 

令和５年１０月  

広陵町けんこう福祉部社会福祉課、広陵町社会福祉協議会 

 

【参考：現行の広陵町地域福祉計画及び地域福祉活動計画で掲げた４つの目標】 

○基本目標１ 地域で支え合う仕組みをつくる 

○基本目標２ 安心して暮らせる仕組みをつくる 

○基本目標３ いきいきと暮らせる仕組みをつくる 

○基本目標４ いのちを支える仕組みをつくる 

【参考：本町の人口の動向】 
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広陵町の人口の推移

75歳以上

65歳～75歳未満

15歳未満

15歳～40歳未満

40歳～65歳未満

高齢化率

生産年齢人口割合

（出典）2000年～2020年まで：総務省「国勢調査」

2025年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計

実績値 推計値
奈良県内 38番目 39保険者

全国 1,355番目 1,570保険者

奈良県内 37番目 39保険者

全国 1,272番目 1,512保険者

奈良県内 36番目 39保険者

全国 1,241番目 1,512保険者

広陵町の高齢化率の降順

（2015年10月時点）

（2025年の推計値）

（2040年の推計値）
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【ご記入上の注意点】 

１．ご記入が終わりましたら、同封の返送用の封筒に入れ、令和５年 10月 24日（火）までに郵便

ポストへの投函をお願いします。 

２．調査に関する問い合わせ先：広陵町けんこう福祉部社会福祉課 

電話：０７４５－５５－６７７１ メールアドレス：syakaifukushika@town.nara-koryo.lg.jp 

最初に、あなたの所属機関・団体名と記入者名をご記入ください。 

機関・団体名  記入者名 
 

 

 

≪基本目標１ 地域で支え合う仕組みをつくる 

（地域活動・ボランティア活動に参加する人を増やす）≫ 

問１ 基本目標１の主要施策として、（１）地域福祉意識の高揚、（２）地域福祉活動・ボランティ

ア活動の活性化、（３）支え合い・見守り体制の充実、（４）福祉活動の支援と連携強化、（５）

社会福祉協議会への支援と連携強化に取り組んでいます。これらの施策に関し、貴団体として

感じておられる現状や課題、今後必要だと思われる取り組みなどについてお書きください。 

＜感じておられる地域の現状や課題＞ 

 

 

 

 

＜今後、町で必要だと思われる取り組み（行政への要望を含む）＞ 

 

 

 

 

現在、貴団体で取り組まれていること 

／今後、貴団体でできること 
今後、地域や住民で取り組むべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪基本目標２ 安心して暮らせる仕組みをつくる（近所で助け合える関係を築く）≫ 

問２ 基本目標２の主要施策として、（１）相談体制の充実、（２）情報提供体制の充実、（３）福祉

サービス提供体制の充実、（４）災害時の連携の強化、（５）権利擁護の推進、（６）支援が必要

な人への対応、（７）安全な移動手段・生活の確保に取り組んでいます。これらの施策に関し、

貴団体として感じておられる現状や課題、今後必要だと思われる取り組みなどについてお書き

ください。 
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＜感じておられる地域の現状や課題＞ 

 

 

 

 

＜今後、町で必要だと思われる取り組み（行政への要望を含む）＞ 

 

 

 

 

現在、貴団体で取り組まれていること 

／今後、貴団体でできること 
今後、地域や住民で取り組むべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪基本目標３ いきいきと暮らせる仕組みをつくる（居場所づくり・交流の場づくり）≫ 

問３ 基本目標３の主要施策として、（１）居場所づくり・交流の場づくり、（２）社会参加・生き

がいづくり、（３）健康づくり・介護予防、（４）新たな社会資源の開発等に取り組んでいます。

これらの施策に関し、貴団体として感じておられる現状や課題、今後必要だと思われる取り組

みなどについてお書きください。 

＜感じておられる地域の現状や課題＞ 

 

 

 

 

＜今後、町で必要だと思われる取り組み（行政への要望を含む）＞ 

 

 

 

 

現在、貴団体で取り組まれていること 

／今後、貴団体でできること 
今後、地域や住民で取り組むべきこと 
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≪基本目標４ いのちを支える仕組みを作る（自殺対策計画）≫ 

問４ 当町では、基本目標４の主要施策として、（１）地域におけるネットワークの強化、（２）自

殺対策を支える人材の育成、（３）住民への啓発周知、（４）生きることの促進要因への支援、

（５）児童・生徒の SOSの出し方に関する教育に取り組んでいます。これらの施策に関し、貴

団体として感じておられる現状や課題、今後必要だと思われる取り組みなどについてお書きく

ださい。 

＜感じておられる地域の現状や課題＞ 

 

 

 

 

＜今後、町で必要だと思われる取り組み（行政への要望を含む）＞ 

 

 

 

 

現在、貴団体で取り組まれていること 

／今後、貴団体でできること 
今後、地域や住民で取り組むべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪その他の課題について≫ 

問５ 昨今、ニュース等で話題になっている社会的孤立（孤独死、引きこもり）や、虐待、ダブル

ケア、ヤングケアラーなどの社会的な課題への対応について、必要だと思われる取り組みは何

だとお考えですか。 

 

 

 

 

問６ その他、「地域福祉」や「福祉全般」へのご意見・ご要望等がありましたらお書きください。 

 

 

 

 

        【調査へのご協力、ありがとうございました】 


